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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 0 0 0 0 1 0 0 2 3 3 6 1 0 0 0
7 0 0 0 1 2 0 0 1 0 1 1 0 2 0 0
8 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
9 * 2 4 6 15 1 1 3 0 4 4 1 4 2 0
11 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 1 0 0 0
13 0 0 0 3 5 0 2 2 1 1 2 1 0 0 0
14 0 0 0 2 4 1 3 1 0 0 0 0 0 0 0
15 0 0 0 1 2 0 0 0 0 2 2 1 0 1 0
17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
18 0 1 2 2 6 1 2 4 2 3 5 0 1 0 0
19 * 2 3 4 10 0 0 1 0 5 5 1 4 5 0
20 * 3 7 1 7 2 4 0 0 2 2 1 1 1 0
21 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
22 * 0 0 1 1 0 0 4 1 3 4 1 0 0 0
30 * 0 0 1 1 0 0 1 1 3 4 0 0 0 0

0 3 4 7 2
8 16 22 56 6 14 19 8 29 37 8 13 9 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 * 0 7 1 4 2 3 1 1 3 4 2 2 1 0
7 * 0 0 3 11 0 0 3 1 6 7 4 0 1 0
8 0 0 0 0 2 0 0 1 0 1 1 2 0 0 0
10 0 0 5 1 2 1 2 0 4 4 8 1 1 0 0
12 * 0 0 0 0 0 0 3 1 3 4 2 1 0 1
13 0 0 4 3 9 2 4 1 4 3 7 0 1 0 1
14 * 1 5 1 1 0 0 3 0 2 2 1 1 0 0
15 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
20 0 0 0 2 9 5 7 1 1 3 4 0 0 0 0
23 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
27 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
35 * 2 2 5 6 0 0 1 1 3 4 1 3 3 0
37 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
41 0 0 1 2 4 0 0 2 0 3 3 0 0 0 0

0 2 4 6 0
3 26 18 50 10 16 17 13 31 44 14 9 5 2

2016年度関西学生バスケットボールリーグ

大阪体育大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点7 勝ち点2試合ＮＯ 156

74 55

敗チーム

同志社大学

男子

戦評
【総括】
2次リーグ3日目の第1試合は、現在勝ち点6の大阪体育大学と、勝ち点2の同志社大学の対戦となった。リーグ戦も
既に後半戦に突入し、少しでも勝ち点を伸ばしたい両者はゲーム序盤、激しいディフェンスを駆使したロースコア
ゲームとなっていた。しかしひとたび大体大が流れを掴むと、第2ピリオドで一気に同志社を突き放す。後半に入り、
同志社もなんとか追いつこうと果敢に攻め続け、一時は点差を縮めるも逆転には至らず、前半のリードを大体大が守
りきる形でゲーム終了。74-55で大体大が貴重な白星を手にした。
【第1ピリオド】
両チーム共マンツーマンでゲームが始まると、序盤は大体大の#9内藤や#20岸田、また同志社の#7古村が得点して
いくが お互いの激しいディフェンスを前になかなか得点が継続できない。両チーム共しばらく得点が出来ない時間
が続いていたが、終盤に入りミスが出始めた同志社に対して大体大は#18草川がきっちりと得点を重ねていく。同志
社も負けじと#14岩坪の3Pシュートで反撃するも、そこで第1ピリオド終了。13-9とロースコアながらも大体大優勢なス
タートとなった。
【第2ピリオド】
第2ピリオドは序盤から大体大の#9内藤、同志社の#7古村や#35村井が得点するなどして一進一退の攻防が続いて
いたが、大体大#20岸田の連続3Pシュートをきっかけに流れが大体大へと傾いた。同志社はタイムアウトを取った
後、#13下田が果敢に攻めてなんとか食らいつこうとするが、その後も大体大のペースは変わらず、スティールから#9
内藤や#19山田などが得点し一気に点差を広げて、第2ピリオド終了。スコアにして39-21と大体大が大差をつけて前
半を折り返した。
【第3ピリオド】
なんとか追いつきたい同志社だがなかなかミスが無くならず、点差を詰めることが出来ない。その隙に大体大は着実
なオフェンスで点差を広げていく。中盤から同志社#35村井が3Pシュートやスティールからの速攻などで反撃し始め
るも、大体大#18草川の3Pシュートによりなかなか思うようにいかない。終盤同志社#20田邊も果敢にシュートに行き
ファウルをもらい、その後のフリースローを丁寧に沈め、差が徐々に詰まっていったところで第3ピリオド終了。
【第4ピリオド】
大体大は#19山田の3Pシュート、#13伴の得点などで差を広げていく。対する同志社は#35村井のジャンプシュート、
#20田邊のバスケットカウントで反撃する。その後は一進一退の攻防が続くが、大体大の#9内藤の連続3Pシュートで
一気に差を広げた。同志社も#41野見、#35村井の3Pシュート等で得点するも、反撃もここまで。74-55で大体大の勝
利となった。
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関西学生バスケットボール連盟

小川・石野（関西大）戦評東田　憲和 副審 田中　智也／宮里　両

記録

１部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2016.09.25
大阪体育大学開始時間 10:00

会　　場 関西大学

杉本 翼 2 8

内藤 健太 19 34

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

坂梨 佑太 0 5

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

吉岡 翼 0 2

6 9

宮里 飛々己 0 8

山田 友哉 14

大橋 隆宏 2
9

野原 悠平 0 2

作本 寛 1 2
伴 駿毅

22

草川 涼輔 8 14

松本 光平 5 6
本田 烈基 2 18

30
岸田 篤生 13 31

合　　　計 74

生越 陸也 2

200
RATE 50.0% 39.3% 42.9%

同志社大学

№ Ｓ 選　手　名
２Ｐ ＦＴ

ＦPTS

Team / Coach: 比嘉 靖

32

宇治田 健郎 0 2

ST MINTO AS

元田 大貴 0

山形 昇平 0
古村 健一 6

REBOUND３Ｐ
BS

柳原 功希 4 27

7
下田 忠至 8 26

14
右田 卓也 3

田邊 陸也

22

9 12

岩坪 康太朗 5 11
西田 寛雄 0 2

4
3

村井 大陸 16 26
舩戸 瑞貴 0

RATE 11.5%

9

0

36.0% 62.5%
200

東 大洋

Team / Coach: 尾前 光昭 -
合　　　計 55

野見 悠人 4
向井 和希 0 3


